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序

陸前高田市は、陸中海岸国立公園の南部に位置する温暖の地でありま

す。リアス式海岸特有の入り組んだ海岸線の奥に白砂青松の高田松原を

抱き、海と山そして川といった豊かな自然が私たちに大いなる恩恵を与

えてくれます。この豊かな自然環境の中で私たちの先人は生活を営み、

文化をはぐく んでまいりました。市内に残る数多くの迫跡は、その証し

の一つとして守られ、受け継がれてきたのです。

私たちの文化の向上と進歩のために、広い関心と正しい理解を得なが

ら先人の遺産を保護し活用することは、私たちに課せられた責務である

と考えます。

本報告書は、史跡中沢浜貝塚内での住宅建て替え工事に伴う緊急発掘

調査と遺跡範囲確認のための発掘調査の結果をまとめたものであります。

調査の結果、貝層は検出されなかったものの、過去に実施された発掘

調査と同様、縄文時代前期中葉から晩期末にかけてと弥生時代そして平

安時代の遺物が出土しました。

本報告書が広く活用され、文化財保護のための一助となれば幸いに存

じます。

最後に、今回の発掘調査に当たりご協力、ご指禅を下さった地権者及

び地元関係者の方々に対し、心より感謝を申し上げます。

平成6年3月

陸前高田市教育委員会

教育長大澤太 郎



例 言

l 本報告書は平成 5年度に国庫及び県費補助金を受けて、岩手県陸前高田市広田町字中沢に

所在する史跡中沢浜貝塚の発掘調査成果をまとめたものである。

2 今回の発掘調査は、史跡中沢浜貝塚の現状変更（住宅改築）に伴って実施されたもので、

文化庁からの通知を受けた申請者からの依頼により、 岩手県教育委員会の調整を経て、陸前

高田市教育委員会が上体とな って事前の追構確認を目的と して実施した。

これとあわせて、追跡範囲確認のための発掘調査を実施した。

3 調査面積は、 1 8 0, 3 I吋である。屋外調査は、 平成5年6月1I日から平成5年 I2 

月17日までの期間で実施した。

4 調査体制は、次のとおりである。

団 長陸前高田市教育委員会教育長大澤太郎

総 括陸前高田市教育委員会事務局社会教育課長 及川清

事務局 陸前高田市教育委員会事務局社会教育課長補佐 村上安見

調査員 陸前高田市教育委員会事務局社会教育課主事吉田 功

調査補助員 青山道子、及川ト シ子、佐藤多恵子、佐藤とも子、村上典子、吉田チ ョ子

5 本発掘調査に際しては、次の方々のご指埓、ご協力をいただいた。 （順不同）

岩手県立広田水荏高等学校教諭遠藤勝博氏

岩手県教育委員会事務局文化課主任文化財主査 小田野哲憲氏

岩手県教育委員会事務局文化課文化財主査 熊谷常正氏

陸前高田市立博物館主任学芸員 佐藤正彦氏

大船渡市立博物館学芸員 白土 豊氏

6 土色は、 『新版標準土色帖』 第4版 （小山正忠、竹原秀雄 1973年） によった。

7 本報告書の執筆は、 吉田が担当した。

8 出士追物と調査記録は、陸前高田市立博物館に保管している。

9 屋外調沓においては、臼井繁治氏、藤井定雄氏、藤井孝行氏、藤井喜八郎氏、吉田長悦氏、

吉田利一氏 をはじめとする地元広田町字中沢地区の方々のご協力をいただいた。
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I はじめに

本調査は史跡中沢浜貝塚に係る現状変更（住宅改築）許可申請に伴う発掘調査であり、遺構

の確認を目的に実施された。あわせて、史跡指定区域外における遺跡範囲の確認をも行った。

平成4年4月20日付けで藤井孝行氏より住宅を建て替えたいとして史跡中沢浜貝塚に係る

現状変更許可申請がなされた。これを受けて平成4年6月1日付け委保第4の43 7号で文化

庁次長より申請地には地下遺構の存在が予想されることから事前に発掘調査を行うよう通知が

あった。しかし、発掘調査の経費負担は個人では困難であるとして、平成4年6月24日付け

で申請者の藤井氏より陸前高田市教育委員会に対し平成5年度文化財関係補助事業とするよう

依頼があった。陸前高田市教育委員会では岩手県教育委員会の指尊を受けながら関係事務を取

り進め、平成5年度文化財国庫補助事業の内定通知を受けて事業に着手した。

現状変更許可申請に伴う屋外発掘調査は平成5年6月11日から同年同月 26日まで実施し

た。発掘調査区域は建築予定の住宅の 1階平面に合わせて設定して発掘調査区名をローマ数字

により表して「 1区」とした。住宅の桁と梁に同じく直交する軸線を定めて調査区域内に Sm

四方のグリッドを設定した。北西ー南東方向の軸線を算用数字で表し、北東ー南西方向の軸線

はアルファベットの大文字で表すグリッド名とした。

申請地の宅地は昭和56年にも現状変更（盛土）が実施されている。昭和53年の宮城県沖

地震による宅地の地盤沈下の復旧のために盛土をしたいとして昭和56年4月24日付けで現

状変更許可申請がなされ、同年6月9日付け委保第4の35 5号で文化庁長官の許可を受けて

工事が実施された。その際の盛士が今回の調査区域の南隅で確認されている。

上記の現状変更許可申請に伴う発掘調査とあわせて史跡指定区域外における中沢浜貝塚の遺

跡範囲の確認のための発掘調査を実施した。期間は平成5年 12月6日から同年同月 17日ま

でである。発掘調査区は藤井氏の宅地の南東に隣接する臼井繁治氏の畑に求めて発掘調査区名

を「II区」 とし、北西ー南東方向の軸線と北東ー南西方向の軸線をもとにして2m四方のグリッ

ドを 2箇所に設定した。グリッド名はアルファベト大文字により表して西側のグリッドを「A

区」、東側のグリッドを「B区」とした。

II 遺跡の位置と環境

史跡中沢浜貝塚は岩手県陸前高田市広田町字中沢に所在する。

陸前高田市は岩手県の南東部に位置し、東は大船渡市、北は気仙郡住田町、西は東磐井郡大

東町、南は宮城県気仙沼市及び本吉郡唐桑町に接している。市の南東部が太平洋に面している

ほかは周囲に原台山 (894.7m)、氷上山 (874.7m)、などの北上山地の山々が連なる。住田町
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第 1図 広田半島における貝塚・遺跡の分布及び

中沢浜貝塚周辺の遺跡
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第2図 大設定図
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上有住の高清水山 (1013.9m)を源流とする気仙川が市内を南流し、途中東流する矢作川と合

流して広田湾に注いで河口付近に三角州性の平野を形成している。市内の平坦地はこの三角州

性平野が最大で、ほかには陸けい島である広田半島の付け根そして気仙川と支流により形成さ

れた谷底平野や氾濫原さらに広田湾に注ぐ小河川により開析された平坦地などがある。

中沢浜貝塚はJR大船渡線小友駅の南約 4kmに位置する。南東方向へ突き出た広田半島の先

端付近の大森山（標高147.2m)山麓に広がる西側緩斜面上の小丘陵（標高5-20m)に中沢

浜貝塚は立地して間近に広田湾を臨む。広田半島には知られているだけでも60箇所の遺跡が

あって、ほとんどが海岸線近くの緩斜面上に分布し、そのうち貝塚はすでに消滅にしたものを

含めると 13箇所を数える。中沢浜貝塚のある小丘陵の北側と南辺は沢で開析され、西端の裾

はかつては波に洗われる砂浜であった。史跡として指定されている面積は約 18, 0 0 0対で、

ほとんどが西寄りの風によって海岸から運ばれた大量の海砂で厚く覆われている。

中沢浜貝塚は人骨が多く出土する遺跡として知られ、明治末期から昭和初期にかけても調査

が実施された。これまでの調査で貝塚の所属時期は縄文時代早期、前期、中期、後期、晩期さ

らに弥生時代、平安時代にも及び、縄文時代前期から晩期にかけては連続して貝塚が営まれて

いたことが分かっている。中沢浜貝塚内の遺構分布状況は貝層が小丘陵の北側部分と南側部分

で確認され、史跡の西側に隣接する場所にも貝層の分布が推定される。貝層はイガイ、ムラサ

キインコなどの岩礁性二枚貝を主体としてクボガイ 、チヂミボラ、レイシガイといった岩礁性

巻貝が多く混在し砂泥性二枚貝であるアサリも認められる。埋葬人骨はこれまでにも多く出土

し、成人人骨以外にも新生児骨の入った埋甕（深鉢形土器）が出土している。これらの埋葬人

骨は小丘陵の平坦部から南側斜面にかけて密に確認されている。また、人骨のほかにも埋葬さ

れた犬の骨も出土しているc

現状変更許可申請のなされた藤井氏の宅地 (I区：中沢 18 4、同 18 5)は史跡の中央付

近にあって史跡内で最も高い場所の南東側に隣接し、遺跡の範囲確認のための発掘調査を行っ

た臼井氏の畑 (1I区：中沢 174-1)は藤井氏の宅地のさらに南東に隣接する。

III 基本階序

I区
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第 1層(10YR3/2黒褐色）：表土（盛土） 。

第2隠(JOYRS/4にぶい黄褐色）：砂層。 焼土、炭化物、遺物なし。粘性なし。

第3層(10YR2/3黒褐色）：砂層。 木炭粒、迫物若干含む。焼土なし。粘性なし。

第4屑(10YR2/2黒褐色）：シル ト質砂層。木炭粒若干、迫物少量含む。粘性なし。ややしまる。

第5層(10YR2/l黒色）：砂質シルト層。木炭粒若干、逍物少量含む。粘性なし。ややしまる。

第6屑(10YR7/3にぶい黄橙色、 10YR4/4褐色等が混ざる）：地山。ま さ。非常に固い。

地山上面は主に東あるいは南東方向にかけて下る傾斜 (10°-20°)をしていて、 2-s磨

の各層も同様の傾斜 (100程度） を示しながら層厚を増す。北隅においては 2層下まもな く花

岡岩性の岩盤が現れる。南隅においては昭和56年の現状変更（盛土）の際の盛土悩が確認さ

れた。

11区

第 1層(10YR3/2- 3/3暗褐色）：耕作土（盛土）。

第2陪(lOYRS/41こぶい黄褐色）：砂隠。 焼土、炭化物、遺物なし。粘性なし。 I区2層と同じ

だが、湧水あり。

第 3 層(7.5YR2/2 • 10YR2/2- 3/2黒褐色）：シルト質砂層～砂質シル ト層。木炭片 ・粒、

礫、遺物含む。湧水量が増す。

第4層(7.5YR3/l黒褐色-7.5YR2/1黒色）：シルト層。木炭片 ・粒、礫含む。追物多い。

粘性やや強い。しまり強い。湧水量多い。

第5脳(2.5GY5/lオリープ色、 10YR4/4褐色等）：地山。湧水量非常に多い。

層は南西方向へ下る傾斜 (10° -20°)を示して層厚を増す。地表から60cm程で水が滲み出

てくる程に地下水面が高く 、付近には湧水を利用した池もある。当調査区のある畑のすぐ南

西側には水田が隣接している。

w 発掘調査の成果

I区

I区は藤井孝行氏からの現状変更（住宅改築）許可申請に伴う発掘調査区である。発掘調査

は、 住宅の基礎工事による掘削の及ぶ深さ （地表から60cm程度）を目処に行い、確認のため

に部分的な深掘りを実施した。 「m 甚本層序」で述べたとおり、 東あるいは南東方向にかけ

て下り厚さを増す層序であるため、遺物を含む第 3層～第5圏が確認されたのは北隅のAO区

の一部と深掘りの トレンチを入れたA1区だけであった。 他の調査区においては第 1層（盛土）

と第2層（にぶい黄褐色の砂層）の範囲内に止ま った。

遺物は縄文式土器の破片を主に、石器、貝製品、弥生式土器、土師器、陶器、動物逍存体が
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全部でダンボール箱 (45cmX 30cm x 15cm)半個分出土した。詳細は第 1表、第 3-1表、

第3-2表、第5表のとおりである。ほとんどが小片で磨滅しており、所属時期も一貫性を欠

くことから、現地性の可能性が低いと考えられる。

遺構は検出されなかった。

2 II区

II区は遺跡の範囲確認を目的とした発掘調査区である。 I区同様、にぶい黄褐色の砂層の下

に遺物を含む黒褐色あるいは黒色の層が存在する。

遺物も I区と同様で、縄文式土器の破片を主に、石器、貝製品、弥生式土器、士師器、陶器、

動物遺存体が全部でダンボール箱 (45cmX30cm X 15cm)半個分出土した。詳細は第 2-1

表、第2-2表、第4-1表、第4-2表のとおりで、ほとんどが小片で磨滅しており、所属

時期も一貫性を欠くことから、現地性の可能性が低いと考えられる。

遺構は検出されなかった。

V まとめ

1区及び11区ともに10°-20° の傾斜の層序を示し、にぶい黄褐色砂層の下に追物を含む黒

褐色層あるいは黒色層の存在が確認された。出上遺物の大部分を占める縄文式土器の破片は、

ほとんどが小片で磨滅し、出土星も多く はな く、所属時期も一貫性を欠くことから、現地性の

可能性が低い。また、 I区及び11区ともに遺構は検出されなかった。

主な参考文献

佐藤正彦他 「中沢浜貝塚発掘調査概報 I」（陸前高田市文化財報告第 9集 陸前高田市教育

委員会 1985年）

佐藤正彦他 「中沢浜貝塚発掘調査概報II」（陸前高田市文化財報告第10集 陸前高田市教育

委員会 1986年）

佐藤正彦他 「中沢浜貝塚発掘調査概報III」（陸前高田市文化財報告第11集 陸前高田市教育

委員会 1987年）

蒲生琢磨他 「中沢浜貝塚発掘調査概報IV」（陸前高田市文化財報告第12集 陸前高田市教育

委員会 1988年）
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第 1表 I区出土土器 ・土製品一覧表

挿図ぬ 出上肘位 備 考

第5図 l /¥ １区第3層 朋部 I黄位縄文 (LR)、横位区画沈線文、横位刺突列点文、 1/i部 無文 mき）、晩期
,, 2 ,, " 胴部 幣状貼付文、縄文、横位沈綿、竹菅剌突平行列点文

‘‘ 3 " 
,, 
[[jゑ部 三叉文、横位沈船、口唇部 B突起、大洞B式Jt!I

,, 4 ,, " 部位不明 縦位縄文 (RLR)、貼付区画陥起組文、 区画沈船文、大木8式J!JI

’’ C` ） 

,, 
" 財部 縦位縄文 (RL)、区画沈線文、磨消縄文、症状小突起、後期

,, 6 ,, ,, 朋部結節のある羽状縄文

" 7 
,, 

‘‘ 困部剃H状憶糸又

‘’ 8 ,, " 胴部 横位縄文 (LR)、キ行沈線文、内IW 1ftき、晩JIJl

‘‘ 9 i¥ 11文第/411叶 「l経沿沈紐文

’ヽ I0 " 
,, 用部 区画沈線文、縦位条9灯条痕文(刷毛目）

,, I I ,, ,, 朋部横位縄文 (LR)、区画rt線文、陪消縄文、 大木10式期

,, I 2 ’‘ ’‘ ロt支部 横位縄文 (LR)、横位区画沈線文、口唇部 小突起のI員点に切れ目、晩期ぷ

、ヽ I3 ,, ,, 胴部 横位縄文 (I、R)、横位平行区画沈綿文、磨泊縄文

,, I 4 ,, " 朋祁 横位縄文 (LR)、横位平行区画沈紐文、 暦消給［文、刺突文

" I 5 
,, ,, 胴部 3条の平行沈線の中途に粘{:f立を付す、大洞A'式JIJI

,, I 6 ,, ,, 脱部 三叉文、晩期

,, I 7 A2区 第4I対 朋祁 縦位縄文 (RL)、区画沈線文、磨消縄文、中期

,, I 8 ’‘ 
,, 租部 I黄位縄文 （前々段多条）、横位平行沈線文

,, I 9 " 
,, 固部 横9立縄文 (LR)、横,,1平行沈紺文

9、 20 ,, " 土製円盤

,, 2 I " " 肘祁 羊西状文、大徊BC式期

,, 2 2 ,, ,, 部(![不明 沈線文

,, 2 3 ,, ,, 士製円盤沈線文

,, 2 1 " " 粗部沈紺文、後期

,、 25 ,, " 部位不明 入組三叉文

" 2 6 
,, ,, 胴部 横9立平行沈紺文、 羊歯状文

,, 2 7 " ’‘ 「I郊部斜位刻目文

,, 2 8 " 
,, 部位不明撚糸文、 繍維を含む 大木2b式期

" 2 9 " " 部位不明 縄文 (RL)、沈紺文

第6図30 ‘’ 
,, 部位不明 三叉文、大個B式期

,、 3I " 
,, n糸ゑ剖 沈紺文

第2-1表 Ⅱ区出土土牲•土製品一覧表（その1)

挿図 No. 出 上 防 (,7. 備 考

第6図32 A 区第3府 ロ縁祁 無又帯、結節のある縄文、内面 肥原、大木2a式期

" 3 3 " 
,, 口tゑ部 横位縄文 (LR)、横位隆沈線文、口唇部 隆沈諒文、大徊C2式期

、ヽ 34 A 区第4屈 口舷部芸It)文、内面横位沈線文、口唇部 小突起状の浮彫り、大洞CI式J¥ll

,, 3 5 ,, ‘’ 口緑部 横位平行沈線文、内面沈栂文

" 3 6 " " 胴部変形工字文、弥生式

、、 37 ,, ,, 問部 沈紺文、撚糸文、後期

,, 3 8 " 
,, 
困部 区画沈線文、磨消縄文、後期

" 3 9 
,, 
" 部位不明 縦位縄文 (RL)、隆起線文、沈線文、 中期

、, 1 0 ! ,, ,, UI象部 芸形文、口唇部 小突起（外側） 、斜位刻目文、大涸CI式期

,、 4I " 
,, 部位不明隆起文、中期

,, 4 2 ,, ’‘ 底部 回転糸切痕、内面黒色処理、 土師器

,, 4 3 ‘’ " 口縁部 横位平行沈諒文、貼付隆帯により表面と内面が肥厚、内面 横位沈線文、晩期

-10-
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第2-2表 0区出土土器 ・土製品一覧表（その2)

挿図 No. 出 土 屑位 備 考

第6図44 B 区第3屈 口緑部 ・朋部 横位平行沈線文、口緑内面 横位沈線文、晩期

,, 4 5 ‘’ " 歴部 注口土器？、大洞B式期

" 4 6 
,, ,, 

朋部 雲形文、横位沈線文、 大桐BC式JJI

" 4 7 ’‘ 
,, 
口緑部 横位平行沈線文、紋位刻目文、口唇部 横位沈線文、大涸CZ式期

'' 4 8 " 
,, 
朋部 縦位縄文 (LR)、縦位貼付陸起線文、大木 8式期

" 4 9 " 
,, 
口縁部 横位平行沈線文、口唇部 小突起、大洞Cl式期

、, 5 0 " 
,, 
口縁部 羊歯状文、口唇部 小突起、斜位刻目文、大洞 BC式期

" 5 1 " 
,, 
胴部 雲形文、縦位縄文 (RL)、大洞C2式期

,, 5 2 ,, ,, 口椋部 エ字文、口唇部 小突起、沈線文、内面 横位沈線文、晩期

" 5 3 
,, ,, 

口録部 波状口縁？、区画沈線文、横位縄文、大不10式期

,, 5 4 ’’ " 底部 横位縄文 (LR)、平行沈線文、晩期

,, 5 5 ,, " 朋部 異原体による横位縄文 CLR)、晩期

,, 5 6 B 区第4居i部位不明 区画沈線文、横位縄文 (LR)、晩期

,、 57 ’’ ’’ 部位不明沈線

、, 5 8 ‘’ ‘‘ 部位不明 平行沈線文、縄文 (LR)、大届C2式期

,, 5 9 ’ 
,, 
部位不明 沈線文、表面に炭化物付呑、晩期

第7図60 ’’ 
,, 部位不明 症状小突起、 縄文、沈線文、後期後葉

,, 6 l ’’ " 部位不明 区画隆起線文、縦位縄文 (LR)、大木10式期

、, 6 2 ,, ,, 口録部 撚糸文、 繊維含む、前期

,, 6 3 ,, ,, 口縁部 平行沈線文、縄文、口唇部 山形小突起のrn点に切れ目か入る、後期未
,, 6 4 ‘’ ‘’ 口縁部 I黄位沈線文、内面 9黄位沈線文、晩期

U.・ 6 5 ‘’ 
,, 部位不明立交差する沈線文、 繍雅含む

" 6 6 
,, 
’ 脱部 区画貼付隆起線文、 横位縄文 (RLR)、大木8a式期

,, G 7 ,, " 胴部 同心円状沈線文、横位沈線文、 後期中話

、, 6 8 " ’’ 口録部 波状口§束 ？、口縁に平行する沈線文、巾期

,, 6 9 " 
,, 胴部 雲形文、 平行沈線文、大向Cl式期

、、 70 ” 
,, 部位不明 撚糸文、前期

9、 71 ,, ,, 
固部縦位縄文 (LR)、沈紺文、人木8b式JtJI

,, 7 2 ’‘ 
,, 部位不明 渦巻状貼付隆起線文、大木8b式期

,, 7 3 ’‘ 
,, 口縁部 小波状口籍、 横位沈線文、晩期

" 7 4 " ‘‘ 部位不明 同心円状沈椋文、晩期

、、 75 ‘‘ 
,, 口縁部 横位平行沈椋文、抱状貼付小突起、内面 横位沈紺文、大洞C2式期

,, 7 6 ‘‘ " 口縁部 横位平行沈線文、内面横位沈線文、晩期

、, 7 7 ,, ,, 口緑部 波状口録、 小突起、内面 口経1こ沿った沈綿文、口唇部 横位沈椋文、晩期

,, 7 8 ,, ’ 口緑部 波状口緑、横位平行沈線文、口唇部 小突起状の浮彫り、 横位沈綿文、 晩期

、、 79 ,, ,, 口緑部 波状口緑、横位平行沈線文、横位縄文 (LR)、内面 横位沈線文

,, 8 0 ,, ’‘ 口緑部 鋸歯状押圧文、大木 3あるいは 5式期

,, 8 I ,, ,, 粗部 横位平行貼付隆起線文、横位縄文 (LR)、大木 8b式期

,, 8 2 ,, ,, 口移部 横位平行沈線文、 内面横位沈線文、晩期

、, 8 3 ’‘ ’‘ 部位不明 横位平行沈線文、晩期

,, 8 4 ,, " 口緑部 横位平行沈線文、縦位刻目文、口唇部 横位沈線文、大局C2式期

,, 8 5 ’’ 
,, 部位不明 結節のある縄文

" s 6 I " ,, 部位不明 貼付隆起紺文＋沈線文
,, 8 7 " ‘‘ 部位不明 沈線文

-12-
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第3-1表 I区出土石器（石鏃）

挿図ぬ 出土屈位 備 考

第({T8図岳鏃〉l Al区 基長部 屯基 身部幅． 二1等3.6辺m三r角形限状さ側粒 内弧 m茎さ部 身部よ’灯り短．い
第4尼i さ !90m m m 62m m 08g 石 流紋岩質凝灰岩

" 2 
,, 

基長滞 至部とのl如幅％明確 身部 ー等辺三角形状弔 側§ゑ ii'.i線石的質 産流部 身四部とほは同用じ長すさ
(,,)  ,, さ 229mm 126m m 19さ 47m m さ llg 紋岩凝I火岩火 る

’’ 3 " 証部尖基 身部 二等辺三角形l'f.状さ俳IJ粒 外弧重苓さ部 身部よ質り短．い
(,, ) h 長さ 188m"' 帖 8 6 n m 3 0 m n O 4g 石 チ→・ ート

‘’ 4 " J石よ質部のみ 長岩さ J60m m U曲す 86m m I厚さ 4 3m m 坦さ 0 5g 
(")  ,, 流紋質凝灰店欠i る

‘’ 6 " 基長部 快れる 身幅部 二9等m辺m三角I豆形さ状・側保 身部泣中さ程で品人幅も
（無茎鏃） ,, さ 215mm 11 26mm 05g 'f'i チ,.ート

‘’ 7 ’ 基部 抉れが浅いい 身部 二等辺厄三さ角形状 側縁重外さ弧． 
('、） ,, 長さ 270mm 幅 220mm 91mm  395g 石質チ 1ート

第3-2表 I区出士石器（その他）

挿 図 No. 出十図位 備 考

第8位II 3 /I. I区 二辺さにガ部を有する。 辺か片}届)でさ他：の一辺か両刃直。さ欠用する
第1li!i 長 24 7m m 廂 15 2 m m 4 5 m m l 2g 石゚質 流紋岩竹凝灰岩

" I 4 
,, 

辺にfl部を行す幅る。3f)3部は片刃厚。,, 長さ 395mm Imm さ 160m m 而さ 20 lg fi質 l.!'(:I頁岩

,, I 5 ,, 辺打撃痕を有し、対になる辺にマイクロフレーキングを有 ーす石る。質,, 長 347mm 250mm 98mm 阻さ 12 4g 頁岩

第9図 22 A 3表区土 三辺に打撃痕を有する る。
長 581mm 523mn 厄さ 25 3m m ¥Ji: さ J 10 6g わ切 ホルンフェルス（砂岩、頁岩）

第4-1表 II区出土石器（石蛛）

挿区I ぬ 出 しl::i位 備 考

第（8仔佼茎I 5 B 区第4 尼i 基反洸 茎部との培幅が不明確 身I耳部さ 二等辺三角雨形さ状 側3,縁 質囲紺的 茎部 身部（砂よ岩り）短欠い鏃） さ 290mm 115mm 54mm I g 石 ホルンフェルス tllする

,, 8 " 基長部 快れる 身曲部 二等辺ご角用形さ状 側粒 外弧屯 、
（無卒鏃） 第3I因 さ 320m m 195m m 71m r:, さ 3 2g 石質珪竹頁岩

" ， ,, 枯長部 快れか戌い 身部 ―こ等辺限三さ角;形2状 側縁!ti直さ線．的
(,,)  第4屈 さ 129m m 幅 142mm 9mm 05g 石質チ十 ート 欠JHする

'ヽ I0 ‘’ 括長祁 快れる 身輻部 二等辺三角形状 側往 直線出的さ
(,、) ,, さ 232mm 135mm 87mm 15g 石質 流紋岩質iU/夭宕

9ヽ II ,, J,l; 長部 快れる 丑糀部 二等辺三角形形さ状 11111, 求 基部市付さ近：で膨らむ石
(、,） ,, さ 162mri 130m!'1 30mm 05g '日 チ1・ート 欠掛する

'' I 2 ‘‘ 佳部 挟れるが深い ＃部 正三限角さ形状I 伐IJ縁 直里線さ的． 
（ヽ，） ,, 長さ 14 7m m 幅 160m m 9m m 025g 石質 流紋岩質甜灰岩

第4-2表 U区出土石器（その他）

挿 図ぬ 出上屈位 備 考

第8 図 I 6 I ， A 歴第3 1 ! こ辺さにfl部をffす幅る。二辺とも片原刃さ。Li 174mm 186mm 35mm 重さ 06g 石質 チ＋ ト

第9図 I8 i " —辺に刃部を有する。刃部は片刃。 。
第4/Fi 長 232m m 幅 259m m さ 91mm 直さ 17g 石質 チ1・ ト欠/(Jする

第8図 17 ,, 長低平な礫の全間に幅打空痕を有するl'i'， ,, さ 971 mm  771 mm さ 22 3m m 雷さ 229 5g 石質枯板岩

第9図 2I ,, 凹長石 偏平な円礫の呪片面に使用痕をI豆有さす・る。
" さ 1012mm 802mm 410nm 坦さ 519 6g 石質細粒砂岩

,, 2 3 ,, 細長いPl礫を使用。,, 
長さ 161 8m m 廂 485m m 厚さ 464 mm 垣さ 401 6g 石i賓 中粒妙岩

,, I 9 
B 区第3 辰 一辺に刃部を有する。刃部は片刃19， 長さ 21 l mm 稲 200mm さ 62m m 垂さ 28g 伍＇貞チャ ート

,、 20 ,, 同長一i!l.lこl]部及びマイクロフレーキングを有する。甫刃さ部は両刃。
第4尼 さ 22 7 m rn þÿ^Eÿ��4�8�.�11 rn m I'/-さ ll0"1rn 1045g 石質珪買良岩欠捐する

,, 2 4 " 二辺にガ部を有する。メJ部は両刃屈。,, 長さ 350mm !lhl 182mm さ 90m m 重さ 4 9g 石ば チャート 欠i月する

第5表 1区出土貝製品

挿図ぬ 1出土庖（立 備 考

第9図25IA 区 I貝輪 表面か劣化している。
第4庖長さ :54.2 mm 幅 11.2mm 原さ 2.2m m 頂さ 3.8g ベンケイガイ製欠廿Jする

-14-
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図版 1

I区調査前（南より）

I区（北より）



図版2

I区A1区（南西より）

I区A1区北東壁断面



図版3

I区A2区（南西より）

I区A2区北東壁断面（部分）



図版4

I区A3区（南西より）

I区調査風景



図版5

I区B1区（南西より）

I区81区北東壁断面



図版6

I区B2区（南西より）

I区B2区北隅断面（部分）



図版7

I区83区（南西より）

I区83区北隅断面（部分）



図版8

I区埋め戻し作業風景（南東より）

I区埋め戻し後（南より）



図版9

II区調査前（南より）

II区A区調査風景



図版 10 

II区A区（南西より）

II区調査風景



図版 1

II区B区調査風景

II区B区調査風景



図版 12 

II区B区（北東より）

II区埋め戻し後（南より）



図版 13 
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出土遺物（土器片•抜粋）
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